ケアセンターいぶき

日々の活動の振りかえり（2月28日～3月4日）

市立伊東市民病院　初期研修医　Ｙ．Ｒ．
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【研修目標】

（１）住民の家の内外での暮らし、また地域の経済、行政、教育、保健等の構造等、すなわち地域の社会的特徴や、雰囲気について把握する。
（２）地域で活動していく中でのケアセンターいぶきの思想について垣間見る。
（３）診療所と地域の関係を考える。

～　2月28日（月）の活動　～
■日程
	午前
	午後
	夕方～夜

	・ケアセンターいぶきと伊吹の地域について

・地域のドライブ
	・訪問診療（畑野先生）
	


■振り返り
	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・冒頭の挨拶で伊吹について言うことがなかった。
・誰に対しても挨拶を心がけた。
・訪問診療した方々と話すことができた。
	・訪問診療にて患者さんとの会話をのんびりし過ぎていたかもしれない。
・訪問診療にてカルテをどう記載するか迷った。今までの例を参考にすればよかった。印刷された貼り付け紙がカルテだと思っていなかった…。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容、課題

	・半年ぶりに訪問診療に同行して新鮮だった。最近、自分の心が家庭医療から少し離れてきていた部分もあるので…。
・訪問診療において診察は、焦点を絞った部分以外のルーチン的部分をどこまで細かく診るのか分からなかった。
・まだ地域の「形」が見えてきていない。住民等が生活している場をまだ一部しか見ていないからというのもあるだろう。
	・ある住民の1日に密着してみたい。

・地元住民が使う公共交通機関を使ってみたい。

・診療所に来ない人と話してみたい。

・畑野先生の今までの活動について知りたい。


～　3月1日（火）の活動　～
■日程

	午前
	午後
	夕方～夜

	・老健にて入浴準備と介助
	・訪問リハビリ（滝澤さん）
	・親睦会


■振り返り

	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・誰に対しても挨拶を心がけた。
・入浴介助の仕方が少し分かってきた。
	・入浴介助で最初はのんびりしていたかもしれない。
・訪問リハビリにて利用者さんのご家族との会話で噛み合っていない部分があった。話題の内容（言葉）を自分が元々知らなかったことと、相手の問いかけを自分が誤解していたことが原因にある。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容、課題

	・入浴介助はけっこう体力を使う。
・慢性期のリハビリは機能維持が主であり、介護者の負担をできる限り増やさない所に大きな目的があると感じた。

・訪問リハビリの保険点数は低くない。場所にもよるだろうけど僻地でも何とか提供していける。

・自分が生まれ育った家や土地に想い入れがある人が多いと改めて感じた。自分は住むために戻りたいと思う土地はまだないので…。
・何故か疲れている…。
	・老健の入所者の家周辺を訪れたい。

・地元の公共交通機関を使ってみたい。
・バスに乗っている人に話しかけたい。

・学校を訪れてみたい。
・地元の住民が主体的にやっている活動（何でも）を見に行きたい。
・ある住民の1日に密着してみたい。
・診療所に来ない人に話を聞いてみたい。
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～　3月2日（水）の活動　～
■日程

	午前
	午後
	夕方～夜

	・ケアマネ訪問同行
	・板並出張所と大久保出張所にて来院する人と雑談
・上板並の散歩
	・臼井先生と振り返り


■振り返り

	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・地域の雰囲気が少しずつ分かってきた。

・たくさんの人と話すことができた。
	・ケアマネ訪問にて話を聞く中で時間を忘れていた時間帯があった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容、課題

	・介護保険やそのサービスをまだ利用していない人と出会って、奥さんとの今後の生活がどう変わっていくのかとても楽しみな気持ちになった。
・男性はデイサービスに気が向かない場合が多い。一方で女性は来やすいが派閥を作ったりする。
・介護保険を分かりやすく伝える方法はないだろうか…紙芝居を使ってみたり。

・「先生に内緒で接骨院かかろうかな」と。身体のことに関して主治医以外に診てもらうことは失礼と感じるのだろうか…。

・「カラスが蕗の薹食べちゃった。食べ物がなくて大変なのね」と。率直に心の広さに感銘を受けた。

・地元出身者と他地域から来た人との間で摩擦や問題はないのだろうか。

・板並の使われていないお寺とそのスペースがもったいない。小さな催し物や祭り、エアロビックスのような運動等に使えないだろうか。
	・路線バスに乗り利用者とお話する。

・祭りや老人会に参加する。

・今回は時間がないが家に泊まらせていただく。

・いつか伊吹山を登りたい。


～　3月3日（木）の活動　～
■日程

	午前
	午後
	夕方～夜

	・訪問看護
	・すぎな会
・すぎな会の振り返り
	・畑野先生、臼井先生と振り返り


■振り返り

	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・伊吹にて初めて「汚い」家を見ることができた。
・自分の発表を聞いて反応があったり喜んでくれたりした。
	・すぎな会の初めてにて機器の不具合が生じた。それは事前準備で防ぐことができる内容だった。

・すぎな会にて自分の発表が長引いてしまった。即席で練習をしなかったことが大きい。
・すぎな会にて知っている曲以外はほとんど歌えなかった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容、課題

	・定年退職した未婚の子どもが自信を持って生き甲斐のように親の介護を一生懸命行っている時、訪れる者がその努力を受け止め褒める大切さを感じる一方で、明らかなに間違っていることをどう摺り合わせていくかの難しさも同時に感じた。

・老老介護で一方が寝たきり、もう一方が認知症の場合の大変さを改めて垣間見ることができた。

・すぎな会の皆さんは歌声もよく出てとても明るい印象を受けた。以前はそうでなかったとスタッフからは聞くが…。

・すぎな会の参加者の中に第二次世界大戦時にビルマへ行った人と自分の発表（旅の話）とで訪れたことを共有できたことが楽しかった。

・明日で研修が終わってしまうことが寂しい。
	・他の自助会や市民グループ、また地元のNGO等を見に行きたい。

・カメラをもう少し勉強したい。
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～　3月4日（金）の活動　～
■日程

	午前
	午後
	夕方～夜

	・NPO法人ほほえみ
・伊吹文化資料館
	・甲津原と奥伊吹へ
・畑野先生、中村先生と振り返り
	


■振り返り

	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	・また元気な高齢者と話すことができた。

・伊吹山と地域の歴史について少しだけ垣間見ることができた。
・甲津原を訪れることができた。
	・バスの時間には間に合わなかったので乗ることができなかった。
・予定を詰め過ぎてほほえみと文化資料館にて時間が十分になく、また相手方も焦らせてしまった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容、課題

	・ほほえみでは利用者、スタッフともにとても明るい雰囲気があった。管理者も70歳を過ぎているが、宿を改造してデイサービスを始める熱意と行動力に驚いた。
・文化資料館は定年退職した人々の有志団体が考えて立てたもので、中の展示も全て彼等自ら作ったものだと知った。行政がトップダウン的に立てたものとは雰囲気が違う。
・甲津原に自家用車にて行くことができたが、すれ違うバスには2人くらいは少なくとも乗っており、全く利用者がいない訳ではなさそう。
・老いても予想以上にバイタリティのある人々が多く、つながりも強く、地域全体的な元気が保たれようとしている。

・「地域包括ケア」がシステムとして稼動するには、関わる全ての人が現状を知った上で目指すイメージを共有し、あらゆる意味での利用可能な社会的資源や法制度を知り使い、そのイメージの中での自分の役割を認識し担うことが重要だと感じる。

・やっぱり「地域」は非常に面白い。
	・複学年学級の様子等、地域の小中学校を見に行きたい。
・寺の住職さんと話したい。

・祭りや地域の催し物に参加してみたい。

・ある住民と1日をともにし、夜も泊まらせていただき、暮らしを知りたい。

・伊吹や周辺の歴史についてもっと知りたい。

・保健師さんの話を聞きたい。
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Ｙ先生、１週間の研修お疲れ様でした。

　あっという間の１週間で、十分なフィードバックができなかったのではないかと、反省しています。来年度に３ヶ月間の診療所研修があるとのことですので、その際にいろんなフィールドでの経験ができることを祈っています。

　
--------------------------------------------------------

【研修目標】

１．地域の社会的特徴（家の中での暮らし、交通など家の外での暮らし、また経済、行政、教育、保健など）や雰囲気について把握する

　５日間という短い間では十分経験してもらえなかったと思いますが、訪問診療や訪問リハビリ、出張診療所、ケアマネとの同行訪問、訪問看護、パーキンソン病患者会などを通して、住民の生活を少し体感してもらえたのではないかと考えています。

２．地域で活動していく中での思想について垣間見る。

　「地域包括ケア」という医療や介護・福祉を包括した「生活モデル」としての施設運営であったり、チーム医療・ケアについては、多職種のスタッフと接する中である程度感じ取ってもらえたのではないかと考えています。

３．診療所と地域の関係を考える

　できるだけ他の事業所へ訪問してもらいたいと考えていましたが、十分な時間がとれませんでした。矢野先生自ら、ＮＰＯ法人のデイサービスに訪問したり、伊吹山文化資料館に訪問したりしてくれました。医療は住民生活の一部であるという考えは、懇親会の中でＹ先生から出た言葉でもあり、当施設との考え方とよく似ていました。

【方略】

１．住民や地域と関わっている人々と積極的に話す。　　→できていました。

２．訪問診療に同行したりしながら、診療スタイルを見る。→訪問診療では、Ｙ先生に基本的診察をしてもらいました。カルテ記載も一部してもらいました。希望通りだったかについては評価ができていません。

３．診療所と直接関係ない人、また来ない人と出会い、会話を交わす。→積極的に言葉かけされていたと思います。

【研修中にやりたい活動】

１.地域を歩く・・・夜に車を使って長浜に出るなど活発に歩いておられました。最北の集落甲津原に行くなど、いわゆる限界集落（水源の里）の人の暮らしにも興味を持って訪問されていました。

２.住民が使う交通機関を使う・・・バスの便が大変悪く、行ったら帰ってこられないなどの関係で利用は困難でした。

３.住民が集まるような所を訪れる・・・研修期間が長ければもっと経験してもらえたと思います。患者会への参加をしてもらいました。

【フィードバック】

毎日振り返りをして欲しい

・・・定型的なフィードバックにはならなかったかもしれません。懇親会では当方の考え方を話しつつ、矢野先生の考え方や今後の話をすることができました。研修プログラムもその際に変更させてもらうなどしました。

伊東市民病院の同窓生である臼井恒仁先生からも、フィードバックをしてもらうことができました。

医療手技というよりは、医療に対する考え方について時間を割くことができたのではないかと考えています。

特に、コミュニティーにおける保健・医療活動に興味を持っておられるようで、Ｙ先生のこれまで行ってこられた世界の国々のさまざまな経験を語っていただきました。病気にならないような方策（保健活動）、幸せという尺度を使った健康感など、当方としてもとても学ぶことが多かったように思います。

　今後のＹ先生の研修においても、医療技術を体得しながら、是非Ｙワールドの生きるような活動を期待しております。

